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2026/9/25 

化成品工業協会 技術部 

第 1 回 化学物質管理分科会 発表者へのお願い 

1. はじめに 
本分科会は、先進的な取組や導入システムの完成度を紹介・比較する場ではなく、化学物質管理の実務を担

当する会員企業が、各社の現状、工夫、導入時の迷い、運用上の課題を共有する場として企画しております。 

そのため、完成された成功事例に限らず、「なぜ取り組んだか」「何が難しかったか」「今でも残っている課題は何

か」「他社に聞きたいこと」といった観点を中心に、差し支えない範囲でご紹介いただければ幸いです。 

各社が、事業規模、管理対象、担当体制および取組段階に応じた現状・工夫・課題を共有し、参加者が自社での

改善を考えるためのヒントを得る場となれば幸いです。 

 

2. 当日アジェンダ・時間配分（予定） 
13:30  開会・開催趣旨・独禁法／情報取扱いルールの確認 

13:35 事務局説明  面談等から見えた化学物質管理 DX の共通課題 

13:45 各社ミニ発表（各社 7～10 分程度） 

三宝化学研究所：システム導入検討段階における課題・着眼点 

三木理研工業：Excel を基盤とした AI・RPA 活用、少人数体制での業務改善 

御国色素：SDS 電子化から化学物質管理へ発展させた経験と、長期運用上の課題 

14:10 意見交換   

効率化・標準化すべき化学物質管理業務は何か 必要なデータ整備、人材育成、社内体制 

14:40 次回テーマ 協会に期待する取組の確認 協会活動についてよろず相談等 

14:50 閉会・アンケート 

 

3. 発表内容 
発表者には、差し支えない範囲で、以下の事項についてご紹介をお願いします。 

➢ 化学物質管理の担当体制・管理業務の概要 

➢ 現在の管理方法・活用しているツール（例：Excel、SDS 作成支援ソフト、AI、RPA、専用システム等） 

➢ DX・業務改善に取り組んだ背景、特に負担の大きい業務 

➢ 取り組んで効果があったこと、苦労したこと、現在の課題 

➢ 参加企業に聞きたいこと、今後深掘りしたいテーマ 

 

4. ご留意いただきたいこと 
特定の製品・サービスの宣伝、ベンダー比較を主目的とする発表はご遠慮ください。 

価格、コスト、利益率、生産・販売計画、顧客・取引先情報、個別取引条件その他競争上重要な情報は、発表・

質疑の対象としないでください。 

自社または第三者の営業秘密、個人情報、契約上開示が制限される情報等は、発表資料・発言に含めないようご

留意ください。 

情報の取り扱いに注意が必要な発表内容については、情報区分について、発表資料の該当ページ・該当部分に明

記していただくか、発表時に口頭で宣言願います。 

発表資料についての相談がある場合は、事前に事務局へお送りください。事前に web 等での打合せも可能です。 

発表内容をサマリーに掲載する場合は、事務局が案を作成し、発表者の確認・承認後に会員へ共有します。。 

以上 


